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カキサビダニの発生生態と防除

は じ め に

カ キ に は 数種の フ シ ダニ が寄生す る が， そ の う ち カ キ

サ ビ ダニ (Acen・a d iosþ yn KE IF ER) は果実 の黒化や落果

を 引 き 起 こ す害虫 と し て 海外で は 早 く か ら 知 ら れ て お り

(KE IFE R， 1944， 1975 ; ROSSETT O， 1971) ， 日本 で は 1981 年

に初め て 根本 (1982) が静岡 県産 の カ キ で， そ の発生 と

果面お よ び葉の壊死 を 報告 し て い る 。 し か し ， 被害が発

生 し な い 品種 も 多 く ， ま た ， カ キ サ ビ ダ ニ が O . 15 mm

内外 と 微 小で あ る こ と か ら ， そ の発生 と 被害は必ず し も

一般的 に認識 さ れ て は い な か っ た よ う で あ る 。

山 口 県 で は‘西条' の果面 に 発生 す る さ び障害が， 1992 

年， カ キ サ ピ ダ ニ の 加害 に よ る こ と が明 ら か に な っ た

(稗園， 1995) 。 さ び障害 は‘西条' に お け る 主要 な 品質低

下要因の一つ で あ っ た こ と か ら ， カ キ サ ビ ダニ の被害，

発生生態 お よ び防除対策 に つ い て 検討 し た の で， そ の概

要 を紹介す る 。

I 被 害

1 さ び障害の症状と 発生状況

‘西条' に お け る さ ぴ障害 は 発生初期 は黒色で， 早 い 場

合 に は 7 月 中旬 頃 か ら 幼果 の溝肩部 を 中心 に へ タ か ら 発

生す る 。 障害部 は果実の肥大 に 伴 っ て亀裂 し て ， 肥大後

期か ら 収穫期 に は茶褐色 の さ び症状 を呈す る 。 さ ぴ障害

が発生 し な い場合で も ， カ キ サ ビ ダニ の加害 に よ っ て へ
タ の 内面が黒変す る こ と が あ る 。

‘西条' や‘次郎' で は カ キ サ ビ ダニ に よ る さ ぴ障害 に 極

め て類似 し た 障害が発生す る 。 そ の 障害 は チ ャ ノ キ イ ロ

ア ザ ミ ウ マ の加害 に よ る と 考 え ら れ， 灰~ 茶褐色 の さ び

様症状で， 溝部 に 発生す る 。 し か し ， カ キ サ ビ ダニ に よ

る さ ぴ障害 に は幼果期の 障害部が亀裂 し て で き た 黒色片
が認め ら れ る の に対 し て ， 類似の 障害 に は な く 症状 は か
さ ぶ た状であ る こ と か ら ， 両者 は容易 に 区別 で き る 。 ま
た ， 類似 の 障害 は発生初期 に黒色 に な る こ と な い。
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さ び障害の 発生程度 は 品種 に よ っ て 異 な る 。 山 口 県萩

柑 き つ 試験場に お け る 調査 で は ， 果 実に溝 の あ る‘西条'

と‘次郎' で は 特異 的 に 多 く 発生 し ， ‘富 有' で は 少 な く ，

‘平核無二 ‘万根早生' で は 発生 を 認 め な か っ た (表ー1) 。

し か し ， さ び障害の発生の 少 な い‘富有' や 発生 を認 め な

か っ た‘平核無' で も カ キ サ ピ ダ ニ の 寄生 は 多 い (表ー2) 。

た だ し ， 溝 の あ る 品種 で は溝部 に 寄生が多 く ， し か も 果

皮が薄 い奥 の 方 ま で寄生が見 ら れ る こ と か ら ， 溝 の あ る

品種で は さ び障害が発生 し や す い と 考 え ら れ る 。

な お ， 萩柑 き つ 試験場 の 同 一圃場 に 栽植 さ れ た‘西条'

の 系統 に つ い て ， 果実の溝 の 深 さ の程度 と さ び障害の 発

生程度 と の 関係 を 収穫期 に 調査 し た 結果， さ ぴ障害 は溝

の 深 い 系 統 で 発 生 が 多 く ， 浅 い 系 統 で は 少 な か っ た

( 図 1 ) 。

2 ‘富有' に おける花弁状障害の発生

‘富 有' で は ， へ タ の 周 り に 花弁状 の 黒 色 の 障害が発生

す る こ と が あ る 。 カ キ サ ビ ダニ を 防除 す る と 障害が減少

し (表一3) ， ま た ， へ タ の 下 の 障害部 に 多 数 の 寄生 が 見

ら れ る こ と か ら ， そ の 障害 は カ キ サ ピ ダニ の加害に よ っ

て 発生す る と 考 え ら れ る 。 な お ， ‘富 有 ' で は浅 い 花弁状

の溝 が生理的 に 発生す る と 恩 わ れ， そ の溝 を カ キ サ ビ ダ

表 -1 さ ぴ障害の 品種別発生状況 ( 発生果率% )

年次 ‘西条' ‘平核無' ‘万 根早生' ‘次郎' 官有'

1992 0 0 36 . 0  0 . 9  

1993 87 . 5  0 33 . 8  0 

表-2 種々品種の幼果 に お け る カ キ サ ピダニ の寄生状況

年 次 品 種 果 当 た り 虫数 寄 生部位

‘西 条' 363 
‘平 核 無' 139 

1995 年 ‘次 郎' 530 
‘富 有' 1098 

‘西 条' 271  溝 を 中心 に へタ 内 2/3奥

平核 無' 1070 ヘタ 内 1/3�1/2奥
1996 年 ‘次 郎' 614  潜 を 中心 に へタ 内 2/3�

へタ基部
‘富 有' 693 ヘタ 内 2/3奥

1995 年 は 8月4 日 ， 1996 年 は 6月30 日 に調査.
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図-1 ・西条' 系統の果実溝の深 さ と さ ぴ障害の程度

表-3 カ キ サ ピダニ の防除 と ‘富有' の花弁状障害の発生

試 験 区 調査 溝発生 潟黒化 カ キ サ ピダニ

果数 果率 (% ) 指 数 /巣

防 除
1996 年 84 25 . 0  6 . 4  299 
1997 年 139 12 . 2  5 . 6  

無防除
1996 年 94 19 . 1  27 . 0  650 
1997 年 128 24 . 2  37 . 9  

潜黒化指数 は，溝部の黒化 し て い る 長 さ の割合 × 黒化の程度 (多 :
1 ， 中 : 0 . 5， 少 : 0 . 2， 微 : 0 . 1 ) . 

ニ が加害 し て 花弁状 の 障害 と な る と 推察 さ れ る 。

E 発 生 生 態

1 越冬

カ キ サピ ダニ は休眠芽の鱗片下で成虫越冬す る 。 上位

の芽や大 き い芽に 多 い傾向が見 ら れ る と と もに， 特定 の
芽に 集 中 し て 寄生す る こ と が あ る が， 芽当 た り の平均越

冬数 は 数頭程度 で多 く は な い。 な お， 鱗片下に は押 し つ
ぶ さ れて死亡 し た カ キ サ ビ ダニ が多 数見 ら れ る 。

2 葉での発生

鱗片 の下で 3 月 下旬噴 か ら 増殖 を 始 め ， 発芽 し で も 4

月 下旬 頃 ま で は ほ と ん どが鱗片や菅 葉の下に寄生 し て い
る。 葉で は 葉裏中肋部の毛茸 が密生 し た と こ ろに 多 く 寄

生す る 。 密度が高 い と 寄生部位が黒変す る こ と が あ る 。

5 月 頃に ， 展開 し た 上位葉に 次々 と 移動 し て 増殖 す る 。

6 月 上~ 中旬に新梢の伸長 が停止 し て 葉が硬化 す る と ，

葉の寄生数 は 急激に減少す る ( 図 - 2 ) 。 な お， 7�8 月 の
2 次伸長枝 で は 再 び増殖 が繰 り 返 さ れ る 。

3 果実への寄生

6 月 上， 中旬に花弁 が落ち る と ， 一斉に 幼果 の へ タ の

下に侵入す る ( 図 2) 。 こ の 時期 と 葉 で の 寄生が減少 す

る 時期 と が同 じ で あ る こ と か ら ， 葉で増殖 し た 個体 が果

実へ移動す る と 推察 さ れ る 。 ほ と ん ど の カ キ サピ ダニ は

へタ 内面の毛茸 の 中 に お り ， 一部 は果実表面 に 寄生 して
加害す る 。 寄生 密度 は 7 月 下旬�8 月頃が最 も 高 く ， そ

の後 は漸減す る 。
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図-2 カ キ サ ピダニ の新梢部位 に お り る 発生推移 (1998，
萩市大井)

4 肢芽への侵入と 越冬

葉で増殖 し た カ キ サ ビ ダニ の 一部 は ， 新 し く 形成 さ れ

た肢芽に 5 月 中 旬 か ら侵 入 す る ( 図 -2) 0 7 月 ま で は 卵

が見 ら れ る が少 な い こ と か ら ， 阪芽で は ほ と ん ど増殖 す

る こ と な し そ の ま ま 越冬す る と 考 え ら れ る 。 し か し ，

7 月 中旬 か ら ， 阪芽の肥大に よ り 押 し つぶ さ れた 死亡 虫

が増加 し ， 90%以上に 及ぶ こ と も あ る 。

果実で増殖 し た カ キ サ ピ ダニ は 8 月 中， 下旬 頃か ら 減

少す る が， 1 次伸長枝の肢芽 で は 寄生数が特に 増加 す る

こ と が な い。 し た が っ て ， 5 月 中 旬 以 降に 葉 か ら肢芽に

侵入 し た カ キ サピ ダニ が翌年の 発生源 と し て 重 要 で あ る

と 考 え ら れ る 。

皿 薬剤 によ る 防除

1 防除適期

1994�96 年に‘西 条' の 萌芽期， 発芽終期， 展 葉 終 止

期， 開花終期 お よ び幼果期に薬 剤 を 散布 し て ， 防除時期

と さ ぴ障害の 発生程度 と の 関係 を 調査 し た 。 薬 剤 は 萌芽

期に は マ シ ン 油 97%乳剤 20 倍 を ， そ の 他 の 時期に は ピ

リ ダベ ン 水 和 剤 1 ， 000 倍 ( 展 着 剤 新 リ ノ ー 1 ， 000 倍加

用 ) を散布 し た 。 そ の結果， い ずれ の 年 も 5 月 上~ 中句

の展葉終止期 の 防除効果が最 も 高 か っ た ( 図-3) 。

各散布時期 の カ キ サ ビ ダニ の 寄生部位 を 1995 年 お よ

び 96 年に 調査 し た と こ ろ ， カ キ サピ ダニ は 越冬後 1 か

月程度 は芽の鱗片 や若 葉 の 下 に 寄生 し ， そ の後展開葉へ

移動 し て ， 鱗片 や菅 棄 が ゆ る む 5 月 上~ 中旬に は ほ と ん

どが展開葉に 寄生 し て い た (表-4) 。 ま た ， 開 花 期 以 降

は速やかに果実に 移動 し ， へ タ 内部に侵入す る と 考 え ら

れた 。

以上の こ と か ら ， 薬 剤 の 散布適期 は ， ほ と ん ど の カ キ

サ ピ ダニ が薬 剤がかか り や す い 展 開葉に 寄生 す る ， 5 月

上~ 中旬の展葉終止期で あ る と言 え る 。

適期の薬 剤散布 は ， 同 時に ， 5 月 中 旬 か ら肢芽に 侵入

一一一 6 一一一
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40 ，，-------------------------------------， 表-5 殺虫予約*の 高い薬剤l

1 カブリダニ類の発生とカキサビダニの捕食

カ キ で は ケ プトカ プ リ ダニ， フ ツ ウ カ プ リ ダニ ， ニ セ
ラ ー ゴカ ブ リ ダニ お よ びホ ッ カ イ カ ブ リ ダ ニ の 発 生が確
認 さ れ て い る 。 カ プ リ ダ ニ 類 の 葉に お け る 発 生#は必ず

して 翌年の発生源 と な る カ キ サ ビ タ。ニ を 減少 さ せ， 翌年 し も 多 く は な い が， 5 月 下旬 か ら 6 月 上旬 に か け て 増加l
の被害 を 軽減する 効果が認め ら れ る (!)g卜4) 。 し， ま た ， 6 月上旬に は 幼果 に 発 生が 見 ら れた (表-6 ) 。

2 有効薬剤 カ キ か ら 採集した ケ プ ト カ プ リ ダニ お よ び フ ツ ウ カ ブ
1995 年 お よ び 98年 に ダ ニ 剤 5 剤， 殺虫剤 19剤， 殺 リ ダニ に ， IJ夜芽に 寄生して い る カ キ サ ビ ダニ を与 え て 捕

菌剤 18剤 に つ い て ， 葉 に 寄生す る カ キ サ ビ ダニ に 対 す 食品を調査した ねi架， い ずれ も 1 日で80 頭程度 の カ キ
る 殺虫効果 を室内 で検討した 。 そ の う ち ダニ 剤 で は ピ リ サ ビ ダニ を捕食した。
ダべ ン 水和剤 に ， 殺虫剤 で は ピ リ ダ フ ェ ン チ オ ン 水和剤 2 摘曹によるカブリダニ類の捕食促進効果と被害の

な ど に ， ま た ， 殺菌剤で は マ ン ゼブ水和剤， フ /レ ア ジ ナ 軽減
ム フ ロ ア プ/レ な ど に 高い殺虫効果が認め ら れた (表-5 ) 。 表ー7は ， 6 月中旬に結果枝を採取 し て ， 幼果 に お け る
そ の う ち ピ リ ダべ ン 水和剤が カ キ サ ビ ダ ニ の |妨|徐薬 剤 と カ ブリ タQニ !lJiの 発 生 と カ キ サ ビ ダ ニ の 寄生状況 を調査し
して 登録 さ れて い る 。 た結果で あ る 。 幼果の上に は 多 数の カ キ サ ビ 夕、ニ が見 ら

カ キ サ ビ ダニ に よ る さ び障害 は， 病筈虫の防除 を 確実 れ， ま さ に 幼*に 侵 入 して い る 時期であ っ た 。 カ プ リ ダ
に 実施して い る 圃場で発生す る こ と は 少 な い 。 そ れ は他 ニ類は一部の幼架に発生が見 ら れた が， そ の 幼果 に お け
の病害虫 を対象 と した 防除 に よ り 発 生が抑制 さ れて い る る カ キ サ ビ ダニ の 寄生数 は カ プ リ ダ ニ 類 の い な い 幼果 と
か ら で， 特 に 5 月 上~中 旬 を中心 と した |時期の 防|徐 に 比 べ て 極め て 少 な し カ キ サ ヒ。 タ寺ニ が幼果 に 侵 入 す る H寺
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表-4 薬剤散布時の新梢帝fH立におけ る

カキサピ ダニの 寄生割合(%)

調査H寺JUl

(月11)
一一 本 誌 Wf・花
豆 � 展1m 米展開 Í')) 架鱗片 一位業

I肉 芽 W](4. 3) 100 

発 芽 終 }羽(5 . J) 48 44 

展楽終止Jlfl (5 17) 0 

開花終JUl(6.1 J)

内‘uFhdAHVAud内Fh
1996年調査， は調査なし， 空欄は部位JðGl治;等.
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図-4 薬剤l防除の 翌年以降の さ び1r.;Í�I;.車主減効果

(1勿|徐は1997年5月1 011に実}ji!i)

楽河11名 lr腎:
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80 

アセフェー卜7)<.不11斉リ 1.000 91  

ピリ ダブエンチオン水利斉IJ 1.000 100 

殺
虫剤 験試

ペノレ メト リン乳育I J 2.000 98 

DIVITP乳首11 1.000 96 
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タ.

ピリ ダベ ン水平LI青IJ 1.000 100 

百IJ

験試
チオジカ/レプフロアプノレ 1.000 90 
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2 ピリ ダベン水利押l 1.000 99 

7)<..frH流拠宵IJ 500 100 

試験
マンぜプ水利斉11 400 93 

7ン ネプ水利丙IJ 400 96 
ピリ ダベン水利丹IJ 1，000 100 

殺 ジラム ・ チウラムノk平111í11 600 95 

菌 プ ロピネ プ水利宵I J 500 88 

J'íIJ 
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マンゼプノ'MII青11 400 99 
? 

H 800 87 

チ アジアジン水平1 11íI J 600 98 

ピリ ダベン水和斉11 1，000 98 

試験lは1995年，試験2は1998年実施. DMTP乳首IJは40%，

水平IJ稲U&は52%

は， カ キ サ ビ ダニ に よ る 被害 の 軽減効果が期待で き る 。

W カブリダニ類の利用による被害軽減
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表 - 6 ‘西条'にお け る カプリダニ類の 発生状況
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調査時WI
カプリダニ類

成虫 幼虫 合計
カキサ ピ ダニ ハ ダニ!13'i他

。，uハ川υAHUAHU

 

γ叫白H'ヲE-J4Gl円Jt同円「D 0.2 1.4 1 . 4 

。 。 。

0.8 155 3.7 

。 50 。

4.3 155 1 1 . 3 

2 . 8  160 9.2 

主� 0.8 。

。
5月22F1 司 0 ・社 f 。

� 1 . 8  0 . 5  
6月7 FI 

幼巣 0 . 7  2 . 1  

1999年， 萩柑試 生、数 は10葉当たり， または10例当たり. i113，

幼果に寄生 してい る カキサ ピ ダニは外に寄 生 したもの の み.

表ー7 J，lJ果にお け る カプリ ダニ類の 発生とカキ サ ピ ダニの 寄生数

カプリダニ類の 発 生 の 有無 調査果数 カキザ ピ ダニの 寄 生数 /果

発生あり 3 89 

発 生 なし 16 '154 

1999年5月13 FI， 萩市大打、

表-8 ;jJ泉程度と幼果にお け る カプリ ダニ類の 発生状況

試験樹

2 

��f*程度 調査*・数 寄生巣率 (%) 虫数 /よ�

事E架比5 41 34 . 1  0 . '11 

主5果比10 36 44.4 0.67 

主E巣比20 26 55.2 0 . 83 

主E果比5 43 11. 6 0 . 14 

業果上じ10 29 20.7 0.31 

事�*比20 10 。 。

2000年5月29日摘花， 6月19日剰資.

期 の カ プ リ ダニ類の捕食効果 は大 き い と 考え ら れた。
一方 ， 葉果比 5， 1 0 ，  20 に摘花処理 し た区の幼果にお

けるカ プ リ ダニ類の発生数は ， 業果比が高い 区で多い傾
向 で あ っ た (表-8) 。 カ キサピダニ が幼巣に侵 入 す る時
期には ， カ プ リ ダニ類の 餌 と なるカ キサ ビ ダニ や ハ ダニ
類 は 葉には少 な い 。 そ の た め ， 業巣比が高い場合には 餌
を 求め る カ プ リ ダニ類は 少 な い幼果に集中 し て ， カ キサ
ビ ダニ を捕食する と 考え ら れる。

図-5は ， 3 か年， 6 園場で摘習試験 を 実施 し て さ び障
害の発生程度に及ぽす摘蓄程度の影響 を 検討 し た結果で
あるが， ほ と ん ど の 試験で葉果比 1 0 ま た は 2 0 に摘着 し
た区で は 葉果比 5 に摘奮 した区 と 比べて さ び障害の発生
程度が 低か っ た。

以上の こ と か ら ， カ キサ ビ ダ ニ が幼果に集 ま る前に摘
奮(花) し て ， カ プ リ ダニ類の捕食効果 を 高め る こ と によ
り， カ キサ ビ タ。ニ の 被害を i!iI減 で き る と 考え ら れる。

さ ら に， 薬剤防除に摘普処理 を組み合わ せ る こ と によ
っ て ， 薬剤単独によ る防除 よ りさ ら に被害を 低減するこ

60 
ーーー・ーー萩市坂本 ( 1997) 
園 略 国萩市市場 ( 1997) 
一一「企ーーー萩市羽t'J ( 1998) 

40 

被

l!i 

度 。
20 1-1 .. 

.. _ .0 

。

10 

摘管程度(葉果l七)

図-5 術資程度とさ び防筈の 発 生

20 5 

10 
被

害

度

0 
組み合わせ防|徐 薬剤11功除 摘皆処理 無処理

図 6 液剤防|徐と摘官J処理の 組み合わせによ る 被if;:軽減

9))架

(薬許11は1999年5月8 EIに散布， 摘�1Jは葉梨比15で

実施)

と がで き た ( 図-6) 。

お わ り に

カ キサ ビ ダ ニ は効果 の 高い 薬 剤 を適期に散布す れ ば容
易に防除で き る。 ま た， そ の 時期に散布さ れる慣行の 薬
剤には カ キサ ビ ダ ニ の 併殺効果が期待で き る薬 剤 が あ る
こ と か ら ， 薬 剤 を 選 ん で病害虫 の 防除 を 確実 に実施すれ
ば， 被害の 発生 を 軽減 で き る と 考え ら れる。

一方， 摘習処理によ る被害軽減 は耕種的方法によ る天
敵利 用 技術 と 考え ら れるが， 摘奮は基本的な栽培技術で
あり， 知ら ず し て カ プ リ ダニ類の働 き を効率的に利 用 し
て い る と いえる。 今後 は ， カ プ リ ダニ類の効果 を よ り高
め るために， カ プ リ ダニ類に対 し て 悪影響の 小 さ い薬剤
を選択的に使用するな ど ， 検討 し て い く こ と が必 要 で、あ
る。

な お ， 試験 を 笑施 するに当たりカ プ リ ダ ニ 類 の 同定を
一一- 8 一一一
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し て い た だ い た江原昭三博士， 並 びに フ シ ダニ類の 同定

を し て い た だ い た 千葉県農業総合研究 セ ン タ 一生産環境

部応用 昆虫研究室長上遠野富士夫博士に感謝の意 を表す

る 。
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新しく登録された農薬(13.6.1"'6.30) 
掲載は， 種類名，iIÎi Jli:g (登録番 号 : 製造業者又は輸入業者) 登録 年月日， 有効成分 およ び含有量， 対象作物 : 対象病

害虫 : 使用時期およ び回 数など。 ただし ， 除草剤 に ついては， 適用雑草 : 使用方法 を記載(一日 -回 は収穫何日前まで，
何回 以内散布又は摘採何日前まで何回以内の散布の略) 0 (登録番 号 20645�20657) 新 規 成 分 に はアン ダ ー ライン を付し
た。

「殺虫剤J
ペキロマイセス フモソロセウス水利剤

プグファー丹波書'O/iIJ (20645 : 東海物 産) 13.6. 1 1  
ペキ ロマ イセ ス フモソロセ ウス 1 x 109 CFU/g 
トマ ト(施設栽培) : オ ン シ ツコナジラミ ・シ ル バー リ ー フ

コナジラミ : 発生 初期 : 散布
イミダクロプリド複合肥料
プル-Ã:tJ-(ズデイァク(20646 : 日 本バイ エル ア グ ロケ

ム) ，プDハツスティyク(20647 : ハイポネックス ジャ
パン) 13.6.11 

イミ ダ クロプリ ド2.0%
きく ・デー ジー : アブラムシ 類 : 発生 初期 : 株元付近さ し 込

み
BT水和剤
70ーバァクDF (20653:住友化学工業) 13.6.1 1  
BT (生 菌) 10.0% 
はく さしにコナガ・アオ ムシ ・ヨトウムシ ， キ ャベツ: コナ

ガ・アオ ムシ ・ヨトウムシ ・ハス モン ヨトウ， だいこん ;
コナ ガ・アオ ムシ : 発 生 初期但 し ， 収穫7 日前まで， な
す : ハス モン ヨトウ・オ オ タ ノfコガ， トマ ト : オ オ タ バコ
ガ : 発生 初期但し ， 収穫前日 まで : 散布

BT粒剤
プ-(ハンター1ff/iIJ (20654 : クボタ ) 13.6.11 
BT (生 菌) 10.0% 
かん し ょ : コガネムシ 類幼虫 : 植 付前 : 全面土壌混和
タイリクヒメハナカメムシ宵]

タイグク(20657 : トー メン ) 13.6.22 
タ イリ クヒメハナカ メムシ 成虫 50頭/50ml 
なす(施設栽培) : ミ ナミ キ イロアザミ ウマ : 発生 初期 : 放

飼
「殺菌剤」

プロベナゾール復合肥料
ヂグ-ë.〆白-fλIJlJl1ftflliloi? 264 ( 2 0 6 4 8 : 明治製菓) ， 

( ;ý.i1; L.;j"グ��〆-fλIJ質重子第tJo.安264 (20649 : コー プ
ケミ カ lレ) 13.6.11 

プロベナゾ ー ル 0.60%
稲 : いも ち病 : 移植時 : {llJj条施用
シュードモナス・フルオレッセンス剤
合ノ砂æ.宏Z (20655 : 多木化学) 13.6.22 
シ ュー ドモ ナス ・フル オ レ ツセ ン ス FPT-9601 1 x 10' 

CFU/g 
シュー ドモナス・フル オ レ ツセ ン ス FPH -9601 1 x 10' 

CFU/g 
トマ ト : 青枯病 ・育苗期の伸長抑制 : は種前 : セ ル 成型育苗

培土と し てそのまま使用
「除草剤J

イソウロン・DPA粒剤

ヨァクH1ff/iIJ (20650 : 保土谷アグロス ) 13.6.11 
イソウロン 2.5%
DPA 15.0% 
公園， 庭闘， 提と う， 駐車場， 道路， 運動場， 宅地， 鉄道

等 : 一 年生 雑草・多 年生 雑草 : 雑草発生 前~生 育期 : 全面
土壌散布

フラザスルフロン粒剤

シバグン'1ff/iIJ O. 1 (20651 : 石原産業) 13.6.11 
プラザス ル フロン 0.10%
日本芝 : 一 年生 雑草 : 雑草発 生 前( 芝生 育期) ， ヒメクグ :

春期雑草発生 前(芝生 育期) : 全面均一散布 公園， 庭園，
提と う，駐車場， 道路， 運動場， 宅地， のり面， 鉄道等 :
一 年生 雑草 : 雑草発生 前~発生 始期 : 全面均一散布

ジメタ メトリ ン ・ピラゾ レー ト・プレチラクロー ル ・べン ブ
レセ ー ト粒剤

ウリ ホス ジャン ボ(20656 : 北海三共) 13.6.22 
ジメタ メトリ ン 1.0%
ピラゾ レー ト30.0%
プレチラクロー ル 5.0%
ベン フレセ ー ト5.0%
移植水稲 : ( 北海道) 水田 一 年生 雑草及びマ ツ バイ・ホタ ル

イ・ウリ カ ワ ・へラオ モダ カ ・ヒル ムシ ロ・エゾ ノサ ヤヌ
カ グサ ・アオ ミ ドロ・藻類に よ る 表層は く 灘 : 移植 後
3�15 日( ノビ エ2葉期ま で) : 壌 土~埴土(減水深1.5
cm/ 日 以下) : 水田に 小包装(パック) のまま投げ入れ る

「誘引 剤」
フォールウェブルア剤

二f/Þア- (ア〆シ0> (20652 : 日 東電工) 13.6. 1 1  
( 3  Z， 6 Z ，  9 S ，  1 0  R) シ ス ー9，10ーエポキ シ ー3，6 ーへニ コサ ジ

エン 0.58mg/枚
(3 Z， 6 Z， 9 S， 10 R) ←シ ス ー9，10ーエポキ シ ー 1，3，6 へニ コサ

トリ エン 0.49mg/枚
(9 Z， 12 Z， 15 Z) -9，12，15-オ クタ デカ ト リ エン ー1一アー ル

4.3mg/枚
プラタ ナス : アメリ カ シ ロヒトリ : 誘引 : 成虫発生 初期~発

生 後期: 本剤 をトラップ1台当たり1古貼付け， 地上1�6
m の高さに 設置する
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